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 1 ．緒言（はじめに）：問題提起と研究の目的
 1 ）我が国の高齢社会の現状





































もうひとつの目標に「できるかぎり早期に、成人の週 1回以上のスポーツ実施率が 3人に 2人











　しかし、年齢別にみてみると、高齢者の週 1回以上のスポーツ実施率は60 ～ 69歳で67.1％、
























































































































































　（質問 1－ 2）については、記述回答の年齢を単純平均するとともに、a. 65歳以下、b. 66 ～






　（質問 1－ 5）については、年数の記述回答を単純平均するとともに、a. 1 年未満、b. 1 年以
上 3年未満、c. 3 年以上 5年未満、d. 5 年以上10年未満、e. 10年以上にカテゴリー分けして集
計した。
　（質問 1－ 6）については、回数の記述回答を単純平均するとともに、a. 1 ～ 2 回、b. 3 ～ 4 回、
c. 5 ～ 6 回、d. 7 回にカテゴリー分けして集計した。
　（質問 1－ 7）については、①交通手段、②所要時間に分けて集計した。（質問 1－ 7①）は
a.歩き、b.ランニング、c.自転車、d.車の選択肢で回答を求め集計した。（質問 1－ 7②）は





















た。年代別にみると、bの66 ～ 70歳が最も多く34 ／ 98名（34.7％）であり、cの71 ～ 75歳が
29 ／ 98名（29.6％）、dの76 ～ 80歳が15 ／ 98名（15.3％）、aの65歳以下が11 ／ 98名（11.2％）、
eの81歳以上が 9／ 98名（9.2％）であった。
　（質問 1－ 3）ラジオ体操を始めた動機については、aの体力向上・健康維持が最も多く59
／ 90名（65.6％）であり、bのその他の運動のついでが15 ／ 90名（16.7％）、cの誘われたから
が 6／ 90名（6.7％）、dの精神的効果が 6／ 90名（6.7％）、eのその他が 4／ 90名（4.4％）で
回答内容には、「時間に余裕ができたから」という回答が 1名あった。未回答は 8名であった。
　（質問 1－ 4）この活動を知ったきっかけについては、cの通りすがりが最も多く48 ／ 96名
（49.0％）であり、aの友人・知人から聞いたが35 ／ 96名（35.7％）、dの主催者であるが 5／
96名（5.1％）、eのその他が 8／ 96名（8.2％）、bの市の広報が 2／ 96名（2.0％）で理由とし
ては、平成25年 8 月にこのM公園にNHKラジオ放送局が訪れ、ラジオ体操の放送が行われたこ
ととする回答が 2名あった。未回答が 2名であった。
　（質問 1－ 5）ラジオ体操の参加期間について、平均は 4年 6か月であった。また、最長は
15年、最も短い回答は 1か月であった。期間別に分類すると、dの 5年以上10年未満が最も多
く40 ／ 98名（40.8％）であり、cの 3年以上 5年未満が22 ／ 98名（22.4％）、bの 1年以上 3年





dの 7回が47 ／ 98名（48.0％）であり、毎日参加している回答が最も多かった。cの 5～ 6 回
が37 ／ 98名（37.8％）、aの 1～ 2回が 2／ 98名（20.0％）、bの 3～ 4回が12 ／ 98名（12.2％）
であった。
　（質問 1－ 7①）自宅からM公園までの交通手段については、aの歩きが最も多く86 ／ 98名
（88.7％）であり、cの自転車が10 ／ 98名（10.3％）、dの車が 1／ 98名（1.0％）で、bのランニ
ングの回答はなかった。
　（質問 1－ 7 ②）自宅からM公園までの所要時間については、平均18.9分であった。所要時
間別に分類すると、cの11 ～ 20分が最も多く35 ／ 90名（38.9％）であり、dの21 ～ 30分が20
／ 90名（22.2％）、bの 6～ 10分が17 ／ 90名（18.9％）、aの 5分以内が11 ／ 90名（12.2％）、e
の31分以上が 7／ 90名（7.1％）であった。その中でも「15分」という回答が16名で最も多かっ
た。
　（質問 1－ 8）この公園を選んだ理由については、bの広い公園だからが50 ／ 98名（51.0％）、
aの最寄りの公園だからが多く49 ／ 98名（50.0％）、dの人がたくさんいるからが27 ／ 98名








ラブが 9名、水泳 4名、太極拳 2名であった。一方、bのしていないが35 ／ 98名（35.7％）であっ
た。




　（質問 2－ 1）ラジオ体操をすることの喜びについては、aのはいが81 ／ 97名（83.5％）、b
のどちらでもないが16 ／ 97名（16.5％）、cのいいえが 0／ 97名（0.0％）、未回答が 1名であり、
aのはいが多かった。
　（質問 2－ 2）毎日のラジオ体操の楽しみについては、aのはいが79 ／ 97名（81.4％）、bの
どちらでもないが17 ／ 97名（17.5％）、cのいいえが 1／ 97名（1.0％）、未回答が 1名であり、
aのはいが多かった。
　（質問 2－ 3）人々の交流の場の感覚については、aのはいが85 ／ 97名（87.6％）、bのどち
らでもないが11 ／ 97名（11.3％）、cのいいえが 1／ 97名（1.0％）、未回答が 1名であり、aの
はいが最も多かった。
　（質問 2－ 4）体調については、aのはいが84 ／ 97名（86.6％）、bのどちらでもないが13 ／
97名（13.4％）、cのいいえが 0／ 97名（0.0％）、未回答が 1名であり、aのはいの回答が多かっ
た。
　（質問 2－ 5）ストレスの緩和については、aのはいが71 ／ 96名（74.0％）、bのどちらでも
ないが23 ／ 96名（24.0％）、cのいいえが 2／ 96名（2.1％）、未回答が 2名であり、aのはいが
多かった。
　（質問 2－ 6）友達の輪については、aのはいが79 ／ 97名（81.4％）、bのどちらでもないが
16 ／ 97名（16.5％）、cのいいえが 2／ 97名（2.1％）、未回答が 1名であり、aのはいが多かった。
　（質問 2－ 7）笑顔については、aのはいが66 ／ 96名（68.8％）、bのどちらでもないが28 ／
96名（29.2％）、cのいいえが 2／ 96名（2.1％）、未回答が 2名であり、aのはいが多かった。
　（質問 2－ 8）体力については、aのはいが64 ／ 96名（66.7％）、bのどちらでもないが30 ／
96名（31.2％）、cのいいえが 2／ 96名（2.1％）、未回答が 2名であり、aのはいが多かった。
　（質問 2－ 9）生活のリズムについては、aのはいが76 ／ 97名（78.4％）、bのどちらでもな




　（質問 2－10）「新しいスポーツを始めたいと思う」については、aのはいが 8／ 95名（8.4％）、




フィットネスクラブ、筋力トレーニングが 2名、③の体操が 2名、④の球技が 1名、⑤のウォー
キング・登山が 1名であった。
　（質問 2－11）「生活が充実していると感じる」については、aのはいが77 ／ 96名（80.2％）、
bのどちらでもないが19 ／ 96名（19.8％）、cのいいえが 0／ 96名（0.0％）、未回答が 2名であり、
aのはいが多かった。
 3 ）年代別にみた傾向
　回答者を65歳以下、66 ～ 70歳、71 ～ 75歳、76 ～ 80歳、81歳以上の年代別に分類し、その
回答数から考察した。
①参加人数と男女の割合について
　表 1の（質問 1－ 2）についての回答を年代別に分類すると、66 ～ 70歳が最も多く34 ／ 98
名（34.7％）で、次いで71 ～ 75歳が29 ／ 98名（29.6％）、76 ～ 80歳が15 ／ 98名（15.3％）であっ
た。最も少なかったのは81歳の 9／ 98名（9.2％）で、理由としては体力の衰えや病気、その
他諸事情により参加困難となったことなどが考えられた。同じ60代でも65歳以下が11 ／ 98名





　表 2は（質問 1－ 1）についての回答をもとに年代別の男女の内訳を示したものである。
　65歳以下ではaの男性が 3／ 53名（5.7%）、bの女性が 8／ 45名（17.8％）と女性で割合が多い。










　（質問 1 － 9）、（質問 1
－10）の運動経歴の回答と、
（質問 2 － 1）～（質問 2






では（質問 1－ 9）と（質問 1－10）の回答の組み合わせを以下の 4つのカテゴリーに分類し
た。
（質問 1－ 9）をaのしていた、且つ（質問 1－10）もaのしているの回答者をAとした。
（質問 1－ 9）をaのしていた、（質問 1－10）をbのしていないの回答者をBとした。
（質問 1－ 9）をbのしていない、（質問 1－10）をaのしているの回答者をCとした。
（質問 1－ 9）をbのしていない、且つ（質問 1－10）もbのしていないの回答者をDとした。
　表 3は（質問 1－ 9）と（質問 1－10）の回答をもとに運動経歴について、年代別に示した
ものである。
　どの年代も、以前も現在も運動をしているというAの回答が最も多く、合計で54 ／ 98名




A～ Dの中では一番少ない 9／ 98名（9.2％）の回答であった。以前していた運動では、ウォー



























いいえを 1点と点数化し、（質問 2－ 1）～（質問 2－11）の合計点を一人ずつ算出した。合
計点の高いほど体力、精神面、QOLについて全体的に良い感覚であるとした。

















































　友好関係についての質問である（質問 2－ 3）、（質問 2－ 6）と生活の充実感についての質
問である（質問 2－11）を照らし合わせ、生活の充実感に友好関係は関係するか否かを考察し
た。
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